


水質自動監視所
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NTT 3条3段
DP=0.85～1.16m

西線No.8MH

(DP=1.05～1.46m)

NTT 3条1段
DP=1.15～2.28m
NTT 3条3段
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既設配水管DIP(A)φ100(S55)
DP=1.20m

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=1.10m
防護側溝 B360×H850

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=0.50m
防護側溝 B360×H470

ガス管(PE)φ50
DP=0.60m

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=1.20m(想定)

防護側溝 B360×H850 既設配水管CIP(A)φ150(S46)

DP=1.49m

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)

DP=1.49m

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)
DP=1.15m

融雪送水管(VP-RR)φ150

DP=0.40m(想定）

融流雪溝B670×H1000

融流雪溝B600×H800

NTT 3条1段,3条3段
DP=1.60m

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)

DP=1.15m

電力管2条 2箇所
DP=不明確

電力管2条 立上り管あり
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Ｅ
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力
管
2
条

D
P
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2
.1
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～
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電力MH No.2

五所川原～鰺ヶ沢同軸線No.2MH

電力管2条 2箇所
DP=不明確

岩
木
川

五所川原～鰺ヶ沢同軸線No.1MH

電力管2条(HIPφ125)
DP=不明確

通信ケーブル×3条(SM100芯)通信ケーブル×3条(SM100芯)

情報ケーブルφ160
DP=不明確

情報ケーブル(SM100芯)
DP=不明確

情報 127号ハンドホール

情報 128号ハンドホール

情

情報 127-1号ハンドホール

情報ケーブル(SM100芯)
DP=不明確
不明管あり
DP=不明確

既
設

配
水

管
CIP(A)

φ
150(S46)

DP=1.20m(想
定

)

20
00

新設配水管150A×250A

仮設配水管φ100

新設配水管φ150

仮設配水管φ100

新設配水管φ150

仮設配水管φ100

(DP=1.25～1.26m)

河川区域境界

河川区域境界

D

全体平面図 S=1:600

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:600

NO. 2 / 24

全体平面図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

既設配水管CIP(A)φ150×φ300

配水管(1) DIP(GX)φ150 L=32.8m(33.7m)

          DIP(GX)φ100 L= 1.1m( 1.2m)

  防護側溝(U型側溝500) L=19.5m(20.4m）

集水桝1000×1000×H1300 N=1

  分岐(1) DIP(GX)φ150 L= 0.7m( 0.7m) 橋梁添架管 SUS304TP 150A sch20s×SPHC 250A(埋設部 STK400 250A) L=351.5m(351.7m)

配水管(2) DIP(GX)φ150 L=13.0m(13.1m)

  防護側溝(U型側溝500) L=12.0m(12.1m)

集水桝1000×1000×H1300 N=1

既設管接続(1) DIP(GX)φ100 L= 0.3m( 0.3m)

         仮設管埋設部φ100 L=42.6m(44.0m) 仮設管φ100露出部 L=347.9m(347.9m)

既設管接続(2) DIP(GX)φ100 L= 1.5m( 1.5m)

         仮設管埋設部φ100 L=26.4m(27.7m)

 既設管撤去埋設部CIP(A)φ150 L=25.2m

      　　　既設防護側溝撤去 L=16.6m

既設管撤去添架部 CIP(A)φ150 L=346.0m

                現場保温撤去 L=346.0m

             吊り金具撤去 N=139

　　　　　       腕材撤去 N=139

既設管撤去埋設部 CIP(A)φ150 L=17.3m

             既設防護側溝撤去 L=14.4m

国道１０１号

D

防護側溝(U型側溝500)

防護側溝(U型側溝500)

DP=0.38mまたは1.89mで想定

髙橋整骨院

敦賀

敦賀

排泥管②

VPφ100 L=1.6m(2.0m)

排泥管①

DIP(GX)φ150 L=1.7m(1.7m)

　　 VPφ100 L=4.2m(5.0m)
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電力管 2条1段 FRPφ125

電力管 2条1段 FRPφ125

通信ケーブル 3条

NTT 7条1段

電力管 2条1段 FRPφ125

電力管 2条1段 FRPφ125

通信ケーブル 3条

NTT 7条1段

B
B



D

通水管 SUS304 150A Sch20s (φ165.2×5.0t)

硬質ウレタンフォーム

外装管 SPHC 250A (φ267.4×1.6t)
外面:厚膜形ふっ素樹脂塗装

埋設部外面:ナイロン12コーティング

管梁詳細図 S=FREE

2200

1306 590

5
3
0

通水管 SUS304TP 150A sch20s
外装管 SPHC 250A

4
7
0

6
0

空気弁保温カバー

S=1:20断面図

スチフナL再利用

※埋設部外装管は STK400 φ267.4×6.0t を使用する。

水質自動監視所
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融流雪溝B670×H1000

融流雪溝B600×H800
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通信ケーブル×3条(SM100芯)通信ケーブル×3条(SM100芯)

情

H.W.L.+10.309

350

固定支持金具 固定支持金具 固定支持金具

固定支持金具

固定支持金具

固定支持金具

固定支持金具

伸縮管 150A
常時±25mm

固定支持金具 固定支持金具

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±210mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

可動支持金具
P3-P4間 n=11

可動支持金具
P4-P5間 n=13

可動支持金具
P5-P6間 n=10

可動支持金具
P10-A2間 n=11

可動支持金具
P9-P10間 n=11

可動支持金具
P8-P9間 n=13

可動支持金具
P7-P8間 n=11

可動支持金具
P6-P7間 n=13

固定支持金具

P10

F

A2

M

P8

F

P6

F

P4

F

P2

F

A1

M

P9

M

P7

M

P5

M

P3

M

P1

M

F F M M F FF M M F

岩
木
川

5550 5550 5550 5550 5550 55505550 5550 5550 5550

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 26850 350支間長 26850350

橋長 346000

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)
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A2

M
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M
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M
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支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 26850 350支間長 26850350

橋長 346000

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

固定支持金具 固定支持金具 固定支持金具 固定支持金具 固定支持金具 固定支持金具
固定支持金具

伸縮管 150A
常時±25mm

固定支持金具 固定支持金具

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±25mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±210mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm 伸縮管 150A

常時±30mm、地震時±200mm

可動支持金具
A1-P1間 n=10

可動支持金具
P1-P2間 n=11

可動支持金具
P2-P3間 n=13

可動支持金具
P3-P4間 n=11

可動支持金具
P4-P5間 n=13

可動支持金具
P5-P6間 n=10

可動支持金具
P10-A2間 n=11

可動支持金具
P9-P10間 n=11

可動支持金具
P8-P9間 n=13

可動支持金具
P7-P8間 n=11

可動支持金具
P6-P7間 n=13

固定支持金具

S=1:600側面図

S=1:600平面図

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

　埋設部外面はポリウレタン被覆

SA(4)(3) SA(7)

乾橋 添架管 全体図

注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

五所川原市上下水道部水道課

月

日

図　示

NO. 3 / 24

乾橋 添架管 全体図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±200mm

可動支持金具
A1-P1間 n=10

可動支持金具
P1-P2間 n=11

可動支持金具
P2-P3間 n=13

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

河川区域境界

河川区域境界

NTT 7条1段
NTT 7条1段



SA(4)(3)

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

S(3)V(4)

岩
木
川

通信ケーブル×3条(SM100芯)

情

2@2615=5230 6@2620=15720 700 2@2600=5200 12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600

支間長 26850350 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700

P10

F

A2

M

P9

M

5
9
0

固定間距離 35300 固定間距離 26900 固定間距離 37900

1000

500 500

固定支持金具

1000

500 500

固定支持金具

500 2700 5@4000=20000 2700

伸縮管 150A
常時±25mm 4000 2@2825=56501385 7@4000=28000 3200850

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±210mm

5550

F

5550

F

可動支持金具
P10-A2間 n=11

可動支持金具
P9-P10間 n=11350

2@2615=5230 6@2620=15720 700 2@2600=5200 12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600

支間長 26850350 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700

固定間距離 35300 固定間距離 26900 固定間距離 37900

1000

500 500

1000

500 500

固定支持金具

500 2700 5@4000=20000 2700

伸縮管 150A
常時±25mm

4000 2@2825=56501385 7@4000=28000 3200850

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±210mm

5550 5550

可動支持金具
P9-P10間 n=11

350

固定支持金具

P10

F

A2

M

P9

M

F F

1

1

1

1

注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

土
被
り
 
1
0
2
0

7
5
0

2683

257(363)

36
3

420 2263

2683

257(363)

420 2263

1155

外装管 STK400 250A

(EL45°)

EL45°

ベベルエンド

ベベルエンド

2430

φ300→φ400へコンクリート削孔
 既設管撤去時削孔、新設管配管後モルタル充填

φ300→φ400へコンクリート削孔
既設管撤去時削孔、新設管配管後モルタル充填

防護コンクリート
□-600×600

2430 300

300

防護コンクリート
□-600×600

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

外装管 STK400 250A

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B×GX(受)

1155

1205

1015

1670

760

1015

乾橋 添架管 一般図(1)

S=1:100平面図

S=1:100側面図

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

NO. 4 / 24

乾橋 添架管 一般図(1)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

NTT 7条1段 NTT 7条1段

可動支持金具
P10-A2間 n=11



12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600 2@2600=5200 12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600

支間長 32400

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

P8

F

P9

M

P7

M

5
9
0

固定間距離 26900 固定間距離 37900 固定間距離 26900 固定間距離 37900

850 2500 8501000

500 500

固定支持金具

500 500 500 500

5@4000=20000

2700 1000

固定支持金具

1000

固定支持金具

500 2700 5@4000=20000 2700

伸縮管 150A
常時±25mm2@4000=8000 3050 4000 2@2825=5650

3@4000=12000

4000 2@2825=5650 3@4000=12000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

5550

F

5550

M

5550

F

可動支持金具
P8-P9間 n=13

可動支持金具
P7-P8間 n=11

12@2700=32400

2@2600=5200 8@2575=20600 2@2600=5200 12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600

支間長 32400

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

5
3
0

固定間距離 26900 固定間距離 37900 固定間距離 26900 固定間距離 35200

850 2500 8501000

500 500

固定支持金具

500 500 500 500

5@4000=20000

2700 1000

固定支持金具

1000

固定支持金具

500 2700 5@4000=20000 2700

伸縮管 150A
常時±25mm

2@4000=8000 3050 4000 2@2825=5650

3@4000=12000

4000 2@2825=5650 3@4000=12000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

5550 5550 5550

可動支持金具
P8-P9間 n=13

可動支持金具
P7-P8間 n=11

P8

F

P9

M

P7

M

F M F

1

1

1

1

2

2

2

2

岩
木
川

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

乾橋 添架管 一般図(2)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

乾橋 添架管 一般図(2)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

S=1:100平面図

S=1:100側面図

NO. 5 / 24

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

NTT 7条1段 NTT 7条1段



注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

S=1:100平面図

S=1:100側面図

乾橋

12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600 2@2600=5200 12@2700=32400 8@2575=206002@2600=5200

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

P6

F

P7

M

P5

M

5
9
0

H.W.L.+10.309

固定間距離 26900 固定間距離 35200 固定間距離 21600 固定間距離 35200

850 2500 850 850 2500 850

500 500

1400

850 550

固定支持金具

1400

550 850

固定支持金具

1000

固定支持金具

5@4000=20000 2700 2@4000=80005003@4000=12000

伸縮管 150A
常時±25mm

2@4000=80002@4000=80004000 2@2825=5650 3@4000=12000

3@4000=12000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

5550

M

5550

F

5550

M

可動支持金具
P5-P6間 n=10

可動支持金具
P6-P7間 n=13

1800 2200

12@2700=32400 2@2600=5200 8@2575=20600 2@2600=5200 12@2700=32400 8@2575=206002@2600=5200

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

5
3
0

固定間距離 26900 固定間距離 35200 固定間距離 21600 固定間距離 35200

850 2500 850 850 2500 850

500 500

1400

850 550

固定支持金具

1400

550 850

固定支持金具

1000

固定支持金具

5@4000=20000 2700 2@4000=80005003@4000=12000

伸縮管 150A
常時±25mm

2@4000=80002@4000=80004000 2@2825=5650 3@4000=12000

3@4000=12000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

55505550 5550

可動支持金具
P5-P6間 n=10

可動支持金具
P6-P7間 n=13 1800 2200

P6

F

P7

M

P5

M

MF M

2

2

2

2

3

3

3

3

岩
木
川

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

不凍急排空気弁 φ25
空気弁取出 80A H=290

空気弁保温カバー

不凍急排空気弁 φ25
空気弁取出 80A H=290

空気弁保温カバー

乾橋 添架管 一般図(3)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

乾橋 添架管 一般図(3)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

64800

NO. 6 / 24

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

NTT 7条1段 NTT 7条1段



注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

S=1:100平面図

S=1:100側面図

12@2700=32400

8@2575=20600

2@2600=520012@2700=324002@2600=52008@2575=206002@2600=5200

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

P4

F

P5

M

P3

M

5
9
0

固定間距離 21600

固定間距離 35200 固定間距離 26900 固定間距離 37900

850 2500 850 850 2500 8501400

550 850

固定支持金具

500 500

固定支持金具

500 500

固定支持金具

10001000 50027005@4000=200002700

伸縮管 150A
常時±25mm

2@4000=8000

2@4000=8000 40002@2825=56503@4000=12000

3@4000=12000

3050 2@4000=8000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

5550

F

5550

M

5550

M

可動支持金具
P3-P4間 n=11

可動支持金具
P4-P5間 n=13

12@2700=32400

8@2575=20600

2@2600=520012@2700=324002@2600=52008@2575=206002@2600=5200

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400

橋長 346000

700 700 700

固定間距離 21600

固定間距離 35200 固定間距離 26900 固定間距離 37900

850 2500 850 850 2500 8501400

550 850

固定支持金具

500 500

固定支持金具

500 500

固定支持金具

10001000 50027005@4000=200002700

伸縮管 150A
常時±25mm

2@4000=8000

2@4000=8000 40002@2825=56503@4000=12000

3@4000=12000

3050 2@4000=8000

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

55505550 5550

可動支持金具
P3-P4間 n=11

可動支持金具
P4-P5間 n=13

P4

F

P5

M

P3

M

FM M

3

3

3

3

4

4

4

4

岩
木
川

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

37900

64800

乾橋 添架管 一般図(4)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

乾橋 添架管 一般図(4)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

NO. 7 / 24

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

NTT 7条1段 NTT 7条1段



注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

S=1:100平面図

S=1:100側面図

6@2620=15720

2@2600=520012@2700=324002@2600=52008@2575=206002@2600=520012@2700=32400

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 26850

橋長 346000

700 700 700

P2

F

P3

M

P1

M

5
9
0

固定間距離 26900 固定間距離 35300

850 2500 850

500 500

固定支持金具

500 500

固定支持金具

10001000 50027005@4000=200002700

伸縮管 150A
常時±25mm

40002@2825=56503@4000=120003050 2@4000=8000 6@4000=240003200

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

5550

F

5550

M

5550

F

可動支持金具
P1-P2間 n=11

可動支持金具
P2-P3間 n=13

6@2620=15720

2@2600=520012@2700=324002@2600=52008@2575=206002@2600=520012@2700=32400

支間長 32400 支間長 32400 支間長 32400 支間長 26850

橋長 346000

700 700 700

固定間距離 36007 固定間距離 26900 固定間距離 35300

850 2500 850

500 500

固定支持金具

500 500

固定支持金具

10001000 50027005@4000=200002700

伸縮管 150A
常時±25mm

40002@2825=56503@4000=120003050 2@4000=8000 6@4000=240003200

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±220mm

55505550 5550

可動支持金具
P1-P2間 n=11

可動支持金具
P2-P3間 n=13

P2

F

P3

M

P1

M

FM F

4

4

4

4

5

5

5

5

岩
木
川

岩
木
川

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

37900

乾橋 添架管 一般図(5)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

乾橋 添架管 一般図(5)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

NO. 8 / 24

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

NTT 7条1段 NTT 7条1段



SA(7)

12.36

12.32
12.47

12.69

12.75

12.64

12.53

12.53

12.47

12.43

12.24

情

情

看板

(As)

(As)

Ｔ

H=12.897m

BM.2

T7

案内看板

支柱

VP100

(As)

S(3)V(4)

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

通信ケーブル×3条(SM100芯)

2@2615=52306@2620=157202@2600=520012@2700=32400

支間長 32400 支間長 26850

350

700

A1

M

P1

M

5
9
0

固定間距離 26900

固定間距離 35300

500 500

固定支持金具

1000 150085030356@4000=24000 8503200

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±200mm

5550

F

可動支持金具
A1-P1間 n=10 350

2@2615=52306@2620=157202@2600=520012@2700=32400

支間長 32400 支間長 26850 350

橋長 346000

700

固定間距離 26900

固定間距離 35300

500 500

固定支持金具

1000 150085030356@4000=24000 8503200

伸縮管 150A
常時±30mm、地震時±200mm

5550

可動支持金具
A1-P1間 n=10

350

A1

M

P1

M

F

5

5

5

5

岩
木
川

346

400

340(346)

275

1015 1670

6
5
0

300 2420

360

1015

2420300

300

土
被
り
1
0
1
0

7
5
0

10°

(EL45°)

ベベルエンド

防護コンクリート
□-600×600

(10°)

(8°)

EL45°

ベベルエンド

防護コンクリート
□-600×600

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

SUS304TP 150A sch20s × SPHC 250A(埋設部 STK400 250A） L=351456(351667)

5
3
0

φ300→φ400へコンクリート削孔
既設管撤去時削孔、新設管配管後モルタル充填

φ300→φ400へコンクリート削孔
既設管撤去時削孔、新設管配管後モルタル充填

外装管 STK400 250A

1250

420

255(360)

1145

255(360)

1145

1250420

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B(ベベル)×GX(受)

絶縁伸縮可とう管
150A h=200
B(ベベル)×GX(受)

1205

1205

外装管 STK400 250A

1660

760

S=1:100平面図

S=1:100側面図

乾橋 添架管 一般図(6)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

図　示

乾橋 添架管 一般図(6)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

2200

1306 590

5
3
0

通水管 SUS304TP 150A sch20s
外装管 SPHC 250A

4
7
0

6
0

空気弁保温カバー

S=1:20断面図

スチフナL再利用

通水管 SUS304 150A Sch20s (φ165.2×5.0t)

硬質ウレタンフォーム

外装管 SPHC 250A (φ267.4×1.6t)
外面:厚膜形ふっ素樹脂塗装

埋設部外面:ナイロン12コーティング

管梁詳細図 S=FREE

※埋設部外装管は STK400 φ267.4×6.0t を使用する。

　埋設部外面はポリウレタン被覆

注記

・現地実測確認の上、制作・施工を行うこと。

・埋設部の現場溶接箇所は、溶接後にジョイントコートもしくは同等品を施すこと。

現場溶接個所を示す。

橋長 346000

NO. 9 / 24

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

600

6
0
0

1
0
0

σck=18N/mm2

防護コンクリート

砕石基礎

RC-40 配水管 SUS 150A×250A
800

S=1:20防護コンクリート断面図

NTT 7条1段



5
3
0

※
6
7
2

※
1
2
0
2

590

780

51 298 431

9
0

6
1
4

4
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
7
4

4050

90

φ19 -4

L-90×90×7

L-90×90×7
耐震Uボルト パッド

通水管 SUS304TP 150A sch20s

外装管 SPHC 250A

9
0

4
5

4
5

780

51 298 431

90

4050

5
3
0

※
6
7
2

※
1
2
0
2

590

825

65 370 390

7
5

6
6
5

4
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
2
5

3550

75

φ19 -4

[ -150×75×6.5×10

[ -150×75×6.5×10

通水管 SUS304TP 150A sch20s

外装管 SPHC 250A

1
5
0 7
5

7
5

830

65 370 395

90

4050

1
5
1

2
0
2

S=1:10可動支持金具詳細図
材質:SS400
塗装:溶融亜鉛めっき

S=1:10固定支持金具詳細図
材質:SS400
塗装:溶融亜鉛めっき

注記

・既設ボルト孔位置及び径、形状は想定とする。

・※部寸法については想定寸法とする。

・現地実測確認の上、形状を確定すること。

既設スチフナ再利用 既設スチフナ再利用

注記

・既設ボルト孔位置及び径、形状は想定とする。

・※部寸法については想定寸法とする。

・現地実測確認の上、形状を確定すること。

φ19×40L -2
φ19×40L -2

[ -150×75×6.5×10
L-90×90×7

リングサポート

テフロン板 t=2

450×100

乾橋 添架管 詳細図(1)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:10

NO. 10 / 24

乾橋 添架管 詳細図(1)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事



1
3
4

1
5
1

3
4
0

9

17 17

9

8080

31 298 31

180 180

360

6
0

7
0

9

5
0

31 298

360

31

3
2

7
0

8
5

1
7 6

6

5

2
0

148

M16

6

5
3 8

φ
16

1717

90°

5 5

15

Uボルト断面図

Uボルト
SS400

緩衝材(UHPE UV仕様) 嵌め込み（接着）（
配

管
取

付
ス

キ
マ
）

A A

緩衝材(UHPE UV仕様)

PIPE 中心

絶縁Uボルト M-16

A-A断面図

長孔 φ18×22

6

6

φ267
.4

1

60φ165.2 60

2856 6

1
9
1

9

2
0
0

40 370 40

450

1
9
1

9
2
0
0

50 50

100

80

6 68 6

φ
1
6
5
.2

合成ゴム板
t=3保護カバー

M6×20L
（SUS304）

3-六角ボルト
成形ウレタン

150 150 50

φ
1
6
5
.2

φ
2
6
7
.4

φ
2
7
3
.4

20 2@180=360 20

1
2

8

2
0

400

S=1:10溶接部保温カバー詳細図
材質:SPHC
塗装:厚膜型ふっ素樹脂塗装

50

1
.
6

1
.
6

3-φ8

1.
6

φ
27
3.
4

注） １.保護カバー取付後、端部は
　　    シリコン樹脂で間詰めすること。
　　 ２.合成ゴム板は現場調整用とし、
　　    不要であれば取付けないこととする。

φ89.1

φ267.4

φ
1
6
5
.2

φ
2
6
7
.4

2
9
0

2
0
0

2
7
0

9
3
.
2

φ216.3

3
.
2

4
0

2
9
0

2
0
0

2
7
0

50

2.3

φ360

φ400

6-φ15

短管 25A短管 25A

不凍急排空気弁

φ25

ビニールホース

グラスウール

6-六角ボルト
M12×40L

（SUS304）

成形ウレタン

φ318.5

7@205=143527.5 27.5

1490

φ
1
6
5
.2

φ
2
6
7
.4

φ
4
0
6
.4

850 150

50 120

150

50120 1150

1490
保護カバー
ｔ=2.3

現場溶接

グラスウール

アウトリブ
ｔ=2.3

4-ストッパー4-ストッパー
PL-3.2 PL-3.2

10×2010×20
現場溶接

16-φ8

8
1
2

2
0

ボルト M-6
L=20、-16
(SUS304)

2×4-ストッパー
PL-3.2
10×20

アウトリブ
t=2.3保護カバー

t=2.3

5@190=95025 25

1000

φ
1
6
5
.2

φ
2
6
7
.4

φ
4
0
6
.4

500 150

5050

150

5050 800

1000
保護カバー
ｔ=2.3

現場溶接

グラスウール

アウトリブ
ｔ=2.3

4-ストッパー4-ストッパー
PL-3.2 PL-3.2

10×2010×20

現場溶接

12-φ8

8
1
2

2
0

ボルト M-6
L=20、-12
(SUS304)

2×4-ストッパー
PL-3.2
10×20

アウトリブ
t=2.3保護カバー

t=2.3

S=1:10溶接部保温カバー詳細図
材質:SPHC
塗装:厚膜型ふっ素樹脂塗装

常時±30mm・地震時±220,210,200mm

常時±25mm

400
PL-3.2t×50×400

6-φ15

3
5

1
0
0

1
0
0

3
2

2
6
7

50

3
.
2

2.3 2.3

400

3
.
2

6-六角ボルト
M12×30L

（SUS304）

2
.
3

PL-3.2t×50×400

2
7
0

3
.
2

2.3

S=1:10空気弁保温カバー詳細図
材質:SPHC,SS400
塗装:厚膜型ふっ素樹脂塗装

S=1:10リングサポート詳細図
材質:SUS304
塗装:厚膜型ふっ素樹脂塗装

絶縁ボルト

M16×50L -2 1N2W
絶縁ボルト

M16×50L -2 1N2W

φ19 -2

φ19 -2

S=1:5耐震Uボルト パッド詳細図
材質:SS400
塗装:溶融亜鉛めっき

S=1:10埋設部現場溶接箇所詳細図
材質:STK400,SS400
塗装:溶接後ジョイントコートもしくは同等品

φ
1
6
5
.2

φ
2
6
7
.4

150 150

300

STK400 250A(φ267.4)
二つ割

φ165.2

φ267.4

裏当PL
F.B.32×4.5t
全周

裏当PL
F.B.32×4.5t
L=250

耐高温度性保温材
亀甲金網巻き付け

現場溶接

乾橋 添架管 詳細図(2)

五所川原市上下水道部水道課

月

日

図　示

NO. 11 / 24

乾橋 添架管 詳細図(2)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

148



国道１０１号
乾橋 乾橋

寺町

(PE.F)φ50

(PE.F)φ50

(PE.F)φ
50

11.32

11.23

11.94

12.13

12.12

12.18

12.20

11.55

10.81

10.30

天10.20

9.97

天9.77
底9.47

底9.80

11.09

天11.25
底10.74

11.63

11.51

11.97

天11.97
底11.48

12.02

天11.63
底11.12

9.36

11.70

9.45

11.38

天12.21
底11.71

12.36

12.3212.47

12.47

12.41

12.24

12.12

12.06

11.87

12.85

12.69

12.75

12.64

12.53

12.53

12.47

12.43

12.28

12.26

12.09

12.05

11.94

12.01
11.81

11.98

12.23
12.24

天12.21

12.24

底11.62

天12.09
天11.50

10.21

11.85
12.17

12.37
11.68

11.80
11.44

11.9712.25

12.15
11.83

天11.75
底11.15

11.70

11.62

11.49

11.54

天11.43
底10.83

11.37

天11.24
底10.64

11.18

天11.07
底10.48

11.84

情

情

S

S

S

看板

看板

S

(As)

(As)

(As)

(As)

サイトー美研 

(Co)

Ｍ

Ｅ

Ｔ

(Co)

機側装置
国土交通省

(G)

(As)

H=12.897m
BM.2

T7

大町8

案内看板

支柱

荒谷食堂

現
打
2
5
0

U
1
2
0

U
1
2
0

(As)

(As)

VP100

(As)

(As)

市
道

湊
田
川
線

市
道

湊
田
川
線

(As)

木
村
石
油
西
通
り
線

（　駐　車　場　）

現
打
3
0
0

駅通分線21

V
P
1
0
0

駅通分線21南1

(As)

(G)

バス停

横断用
VS300

制

TP6-1

VUφ150

V
U
φ

1
5
0

V
U
φ

2
5
0

SA(3)
SA(7)

S(3)V(4)

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

SA(4)PS(1)V(2)

大町9

荒谷守明

笠井

荒谷富春

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

A1P1A2 P2P3P4P5P6P7P8P9P10

MF MFMFFFF MMMM FMFMMFMFF

S(3)V(4)

SA( 6 )V ( 3 )

Ｔ

Ｔ

融雪

融流雪溝B670×H1000

融流雪溝B600×H800

Ｅ

Ｅ

岩
木
川

通信ケーブル×3条(SM100芯)通信ケーブル×3条(SM100芯)

情

2000.0000

吊
足

場
幅

 
3
m

吊足場延長 346m

概略施工フロー

腕材撤去

n-139

3
2
0

4
2
0

1580

吊り金具撤去 n-139

既設添架管φ150撤去 L=346m

現場保温撤去 L=346m

スチフナL再利用

S=1:20撤去要領図

590

5
3
0

S=1:20吊足場断面図

スチフナL再利用

吊りチェーン

単管パイプ

防護ネット

2
0
0
0

889

7
6
0

3000

H.W.L 10.309

≒
5
0
0

足場板

1900

SA(4)(3)

D

乾橋 添架管 施工参考図

S=1:600平面図
五所川原市上下水道部水道課

月

日

図　示

NO. 12 / 24

乾橋 添架管 施工参考図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

準備工

既設管・腕材撤去

清掃・後片付

溶接部保温工

１．本図面は施工参考図とする。現地状況を確認し、協議の上施工方法を決定すること。

注記

２．重機の搬入ルートについて確認の上、使用重機を決定すること。

金具設置

溶接工

足場設置工

鋼管架設工

伸縮管設置工

足場解体撤去工

X線検査工

空気弁設置工

資材搬入

(5日)

(12日)

(26日)

(1日)

(10日)

(11日)

(1日)

(28日)

(2日)

(1日)

(6日)

(7日)

(5日)

概算施工日数 115日



水質自動監視所

ストッパーφ150　H17.5.26設置

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

A2

M

S(3)V(4)

SA(4)(3)

S
A
(6
)
V
(
3
)

NTT 3条
3段

D P=1.20～
1 .55m

Ｔ

既設配水管DIP(A)φ100(S55)

DP=1.20m

電力管2条 2箇所
DP=不明確

電力管2条 立上り管あり

Ｅ

電
力
管
2条

DP=2 .10～
2.30m

電力MH No.2

通信ケーブル×3条(SM100芯)

情

既
設

配
水
管

C
I
P
(
A
)
φ

1
5
0
(
S
4
6
)

D
P
=
1
.
2
0
m
(
想
定

)

新設配水管φ150

仮設配水管φ100

河川区域境界

D

国道１０１号

左岸側平面図 S=1:100

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

NO. 13 / 24

左岸側平面図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=1.10m
防護側溝 B360×H850

不明管あり
DP=不明確

情報ケーブル(SM100芯)
DP=不明確

情報 127-1号ハンドホール

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=0.50m

防護側溝 B360×H470

NTT 3条3段

DP=0.74～0.95m
(DP=1.25～1.26m)

五所川原～鰺ヶ沢同軸線No.1MH

乾 橋

土
工

断
面

①
-
1
 
L
=
6
.
5
m

1
1
2
6
(
1
1
5
5
)

4
5
3
4

5
6
0

26340(27282)

橋梁添架管埋設部 SUS 150A×250A

土工断面④-1 L=1.7m

土工断面③-1 L=1.3m

土工断面②-1 L=5.8m土工断面②-2 L=3.9m土工断面②-1 L=8.7m土工断面①-1 L=6.5m

土
工

断
面

⑩
-
2
 
L
=
0
.
7
m

 既設管撤去埋設部 CIP(A)φ150 L=25.2m

      既設防護側溝撤去 L=16.6m

撤去土工①-1 L= 9.9m

撤去土工②-1 L= 2.9m

撤去土工③-1 L=13.7m

土工断面①-1 L=1.7m

土工断面①-2 L=2.6m

土工断面⑩-1 L=1.6m

排泥管①

DIP(GX)φ150 L=1.7m(1.7m)

　　 VPφ100 L=4.2m(5.0m)

橋梁添架管架空部

配水管(1) DIP(GX)φ150 L=32.8m(33.7m)

          DIP(GX)φ100 L= 1.1m( 1.2m)

　防護側溝(U型側溝500) L=19.5m(20.4m)

集水桝1000×1000×H1300 N=1

土工断面②-1 L=0.9m

土
工

断
面

⑩
-
2
 
L
=
1
.
1
m

N
T
T
離

隔
24
0

D

既設管接続(1) DIP(GX)φ100 L= 0.3m( 0.3m)

         仮設管埋設部φ100 L=42.6m(44.0m)

土工断面①-1 L=0.7m

分岐(1) DIP(GX)φ150 L=0.7m(0.7m)

土工断面①-3 L=41.9m

仮設管露出部

排
泥
管
②

V
P
φ
1
0
0
 
L
=
1
.
6
m
(
2
.
0
m)

土
工

断
面

⑩
-
3
 
L
=
1
.
6
m

K形管帽(特殊押輪付) φ150

ストッパーバルブ(DIP用)φ150

既設管切断 N=2口

CIP(A)φ150

既設管処理①

既設側溝11970

既
設

側
溝

1
7
3
0

既設側溝2900

防護側溝(U型側溝)

集水桝1000×1000×H1300

※防護コンクリート、集水桝施工では掘削範囲内

　にNTT管が埋設されている可能性あり。

　施工時は十分注意すること。

防護コンクリート□600×600

岩
木
川

※既設管付近には不明管渠あり。

　施工時は十分注意すること。

N
T
T
離

隔
6
2
0

敦賀

既設管撤去添架部

1_No.0

1
_
N
o
.
0
+
3
3
.9

A
A

既
設

管
9
9
0
0

撤去土工①-2 L=41.9m

撤
去

土
工

⑦
-
1
 
L
=
0
.
7
m

撤
去

土
工

⑦
-
3
 
L
=
1
.
6
m

1
3
7
0



国道１０１号

寺 町

(PE.F)φ50

11.94

12.13

12.12

12.18

11.63
11.97

天11.97
底11.48

12.02

天11.63
底11.12

天12.21
底11.71

12.36

12.32

12.47

12.47

12.41

12.85

12.69

12.75

12.64

12.53

12.47

12.43

12.28

12.26

12.23

12.24

天12.21

12.24

底11.62

天12.09
天11.50

11.8512.17

12.37

11.80

11.97
12.25

12.15 11.83

天11.75
底11.15

11.70

11.62

11.54

11.84

情

情

看板

看板

(As)

(As)

Ｔ

H=12.897m
BM.2

T7

案内看板

支柱

(As)

VP100

（　駐　車　場　）

駅通分線21

V
P
1
0
0

(As)

(G)

SA(3)

SA(7)

S(3)V(4)

FRPφ125×2条

FRPφ125×2条

SA(4)PS(1)V(2)

大町9

2
.
6
0

0
.
9
0

A1

M 融雪

融流雪溝B670×H1000

融流雪溝B600×H800

通信ケーブル×3条(SM100芯)

右岸側平面図 S=1:100

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

NO. 14 / 24

右岸側平面図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

乾 橋

NTT 3条3段
DP=0.85～1.16m

西線No.8MH

(DP=1.05～1.46m)

NTT 3条1段
DP=1.15～2.28m

NTT 3条3段
DP=0.98～1.57m

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)
DP=1.15m

NTT 3条1段,3条3段
DP=1.60m

電力管2条 2箇所

DP=不明確

新設配水管φ150

情報ケーブル(SM100芯)
DP=不明確

情報 127号ハンドホール

既設配水管CIP(A)φ150(S46)

DP=1.49m

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)

DP=1.49m

融雪送水管(VP-RR)φ150

DP=0.40m(想定）

既設配水管DIP(GX)φ150(H27)

DP=1.15m

情報 128号ハンドホール

仮設配水管φ100

河川区域境界

情報ケーブルφ160

DP=不明確

配水管(2) DIP(GX)φ150 L=13.0m(13.1m)

　防護側溝(U型側溝500) L=12.0m(12.1m)

集水桝1000×1000×H1300 N=1

橋梁添架管埋設部 SUS 150A×250A

土工断面⑤-1 L=0.6m
土工断面⑥-2 L=3.1m土工断面⑥-1 L=7.8m

土工断面⑦-1 L=1.3m

土工断面⑨-1 L=1.7m

12973(13068)

既設管接続(2) DIP(GX)φ100 L= 1.5m( 1.5m)

         仮設管埋設部φ100 L=26.4m(27.7m)

土工断面⑤-2 L=20.7m 土工断面⑤-3 L=1.7m

撤去土工⑤-1 L=10.8m

撤去土工⑥-1 L= 3.6m

撤去土工⑧-1 L= 2.6m

 既設管撤去埋設部 CIP(A)φ150 L=17.3m

             既設防護側溝撤去 L=14.4m

橋梁添架管架空部

土工断面⑧-1 L=0.9m

DP=0.38mまたは1.89mで想定

N
T
T
離

隔
3
4
0

N
T
T
離

隔
6
1
0

既設仕切弁 φ150(閉止)

K形管帽(特殊押輪付) φ150

既設管処理②

既設配水管CIP(A)φ150(S46) DP=1.20m(想定)

防護側溝 B360×H850

既設側溝3610

防護コンクリート□600×600

集水桝1000×1000×H1300

※防護コンクリート、集水桝施工では掘削範囲内

　にNTT管が埋設されている可能性あり。

　情報ケーブルφ160は土被り不明確である。

　施工時は十分注意すること。

岩
木
川

髙橋整骨院

荒谷 荒谷食堂

仮設管露出部

既設管撤去添架部

C
C

2
_
N
o
.
0

2
_
N
o
.
0
+
1
3
.0

B
B

土工断面⑩-4 L=5.5m

既設側溝10790

既設管2600

撤去土工⑦-2 L=5.5m 撤去土工④-3 L=20.7m

既設管切断 N=2口

CIP(A)φ150

撤去土工④-1 L=1.7m



五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:100

NO. 15 / 24

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名

横　断　図 横　断　図 S=1:100

令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

A-A断面

B-B断面

460 180

7300

32701290

As

150

34201930

36703630

CL

290

As

150

1590

6610

C-C断面

6610

1150

配水管DIP(GX)φ150 DP=1.02m

仮設配水管φ100 DP=0.62m

既設配水管DIP(A)φ100

DP=1.20m(想定）

4820 2120

1150 1000 1120

既設配水管DIP(A)φ150

DP=1.49m

配水管DIP(GX)φ150 DP=1.49m

NTT
西線No.8MH

仮設配水管φ100 DP=0.48m

2950 520 1320

1360

5690

11570

2001850

As

150

2200

18505880

CL

150200

2200

既設配水管DIP(A)φ150

DP=1.49m

既設配水管DIP(GX)φ150

DP=1.15m
仮設配水管φ100 DP=0.48m

(E) (W)
(G)

(E)

ＮＴＴ3条1段 DP=1.92m

ＮＴＴ3条3段 DP=1.02m

1160

600 600

600

600

600

4720

融雪送水管(VP-RR)φ150

DP=0.40m(想定)



管　割　図 S=Free

G-Link

押輪

凡　例

ライナ

GX形挿口

五所川原市上下水道部水道課

月

日

FREE

NO. 16 / 24

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

管　割　図

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

80

315

DIP(GX)短管1号 φ100

不断水割Ｔ字管(DIP用) φ100×φ100

410

DIP(GX)受挿し片落管φ150×φ100

150

410

440

110

GX形受挿しソフトシール仕切弁 φ150

(仕切弁筺-浅埋用青 仮設管部より移設)

150

410

42
84

100

37
0

37
0

10
0

60

320

60

320

(車道)

1
0
2
0

351

(380)

A-A断面

725

1
2
0
0

DIP(A)φ100
DP=1.20m(想定)

既設配水管

31
5

A
A

90
 

40
0

90

60

32
0

320 60

41
0

(歩道)

110

440

排泥管
GX形受挿しソフトシール仕切弁 φ150

DIP(GX)二受Ｔ字管 φ150×φ150
DIP(GX)二受Ｔ字管 φ150×φ150

DIP(GX)曲管 φ150×45°

DIP(GX)曲管 φ150×45°

75939 24
0

700 39 5.0 5.0 10
0

37
0

1409

100

10 0

1416

100

10 0

1100 39 10
0

37
0

1988

100

100

23
45

100

10
0

1212 1205

DIP(GX)継ぎ輪 φ150

DIP(GX)両受曲管 φ150×45°

絶縁型伸縮可撓管

B-U(GX),δ=200㎜

B B

(車道)

B-B断面

1416

37 0

10
0

1409

10
010
0

10
0

100

11
00

39
370

100

1
0
2
0

1
0
2
0

2
1
6
0NTT3条3段

DP=1.20m

電力管
φ125×2条
DP=2.10m

6
8
0 3
0
0

1138

(1609)

1616 1138

(1609)

防護側溝

100024
0

8673970 34
0

111470 705.039

37
010
0

1136

10
0

100

12081205

150

410

11
0

44
0

C C

メカニカル継手取外しφ150 N=1口

既設管栓 φ150撤去

120513122545125562642

7
1
5

4
5
3
4

5
6
0

1138

(1609)

1616 1138

(1609)

2188

土
工
断
面
①
-
1
 
L
=
6
.
5
m

土工断面②-1 L=8.7m

配水管(1) DIP(GX)φ150 L=32.8m(33.7m)

700

土工断面①-1 L=0.7m

分岐(1) DIP(GX)φ150 L=0.7m(0.7m)

橋梁添架管埋設部

DIP(GX)両受曲管 φ150×45°

DIP(GX)曲管 φ150×45°

DIP(GX)継ぎ輪 φ150

1205 1308 1336 5479 1159

(1254)

2486

土工断面⑥-2 L=3.1m

配水管(2) DIP(GX)φ150 L=13.0m(13.1m)橋梁添架管埋設部

1
4
9
01
0
1
0

1159

(1254)

C-C断面

70

34
0

1114

70

70

(車道)

DIP(GX)両受曲管 φ150×22°1/2

DIP(GX)曲管 φ150×22°1/2

DIP(GX)曲管 φ150×45°

DIP(GX)両受曲管 φ150×45°

DIP(GX)曲管 φ150×45°

DIP(GX)両受曲管 φ150×45°

DIP(GX)曲管 φ100×22°1/2

DIP(GX)曲管 φ100×22°1/2

15
0

150

1000 500

2960
720

落ち蓋式側溝250

D
D

+820

排泥管

2200

2
9
6
0

土工断面①-1 L=1.7m

7
2
0

(
1
5
4
0
)

土
工
断
面
⑩
-
1
 
L
=
1
.
6
m

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

既設配水管
DIP(GX)φ150 DP=1.49m(想定)

排泥管①

(車道)(歩道)

1
0
2
0

82
0

720

2960

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

VP TSエルボ φ100～2ヶ

CVジョイントφ150×φ100

VP TSエルボ φ100

D-D断面

720

(1540)

2960

3
5
1

(
3
8
0
)

1
3
7
0

GX形受挿しソフトシール仕切弁 φ150

(仕切弁筺-浅埋用黄 仮設管部より移設)

　　　DIP(GX)φ150 L=1.7m(1.7m)
           VPφ100 L=4.2m(5.0m)

N
T
T
3
条
3
段
 
D
P
=
1
.
2
0
m

電
力

管
φ

1
2
5
×
2
条
 
D
P
=
2
.
1
0
m

情
報

ケ
ー

ブ
ル
φ
1
6
0
 
D
P
=
不

明
確

D
P
=
0
.
3
9
m
ま
た
は
1
.
8
9
m
で
想
定

絶縁型伸縮可撓管

B-U(GX),δ=200㎜

DIP(GX)両受曲管 φ150×45°

1_No.0

1
_
N
o
.
0
+
3
3
.
9

2
_
N
o
.
0

2
_
N
o
.
0
+
1
3
.
0

2133

39

39

土工断面①-1 L=6.5m 土工断面②-1 L=5.8m

土工断面③-1 L=1.3m 土工断面②-1 L=0.9m

防護側溝

土
工
断
面
⑩
-
2
 
L
=
1
.
1
m

土工断面②-2 L=3.9m

土工断面①-2 L=2.6m

防護側溝

土工断面⑥-1 L=7.8m

土工断面⑦-1 L=1.3m土工断面⑧-1 L=0.9m 土工断面⑤-1 L=0.6m

          DIP(GX)φ100 L= 1.1m( 1.2m)

(DIP(GX)用)管栓 φ150

6
0

60



仮設配管参考図 S=Free

五所川原市上下水道部水道課

月

日

FREE

NO. 17 / 24

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

仮設配管参考図

0
.
3

90°

90°

90°

45°

45° 45°

45°

90°

90° 90°

90°

45°

45° 90°

90° 45°

45°

90°

90°

4.0×
2

0.5

1.0

4.0×5

0.
30.
52.
0

0
.
3

0.5

1.0

2.0
4.0×86

0
.
3

0.3

1.0

2.0

2.0

4.0×2 0.
51.
0

0.3

0.5

2.0

2.0
0
.
3接続短管（上水フランジ）100A

マルチジョイント100A

0.5

4.0
1.0
0.5
0.3

チーズ100×100

0.3 1.0
0.5
0.3

0.3

マルチジョイント100A

U型側溝250

+400

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

排
泥
管

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

315

不断水割Ｔ字管(DIP用) φ100×φ100

融雪溝

GX形継手取外し φ100 N=1口

既設切管 DIP(GX)φ100 撤去

既設配水管
DIP(GX)二受Ｔ字管
φ150×φ100 DP=1.15m

1000

13
0

390

既設配水管
DIP(GX)二受Ｔ字管
φ150×φ100 DP=1.15m

既設配水管
DIP(GX)二受Ｔ字管
φ150×φ100 DP=1.15m

1000

13
0

390

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

315

フランジ蓋 φ100

仕切弁閉止

  既設管接続(1) DIP(GX)φ100 L= 0.3m( 0.3m)

           仮設管埋設部φ100 L=42.6m(44.0m) 仮設管露出部φ100 L=347.9m

既設管接続(2) DIP(GX)φ100 L= 1.5m( 1.5m)

         仮設管埋設部φ100 L=26.4m(27.7m)

土工断面⑩-2 L=0.7m 土工断面①-3 L=41.9m 土工断面⑤-2 L=20.7m 土工断面⑤-3 L=1.7m

排泥管

(仕切弁筺-浅埋用青)

仕切弁筺-浅埋用黄

仕切弁筺-浅埋用青 撤去、本管へ再利用

撤去、本管へ再利用

撤去後

設置時 撤去後

A
A

70
0

90
0

9
0
0

(
1
3
0
0
)

7
0
0

土
工
断
面
⑩
-
3
 
L
=
1
.
6
m

排
泥
管
②

V
P
φ
1
0
0
 
L
=
1
.
6
m
(
2
.
0
m
)

(歩道)

6
2
0

40
0

900

700

既設配水管
DIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

VP TSエルボ φ100～2ヶ

A-A断面

900

(1300)

700

N
T
T
3
条
3
段
 
D
P
=
1
.
2
0
m

電
力
管
φ
1
2
5
×
2
条
 
D
P
=
2
.
1
0
m

既設配水管
CIP(A)φ100 DP=1.20m(想定)

情
報

ケ
ー

ブ
ル
φ
1
6
0
 D
P
=
不

明
確

D
P
=
0
.
3
9
m
ま
た
は
1
.
8
9
m
で
想
定

歩道幅2000

S=1:20仮設管露出部配置図

空気弁保温カバー

配水管 SUS 150A×250A

仮設配水管露出部φ100

資 材 名 称 記 号

受 け × 受 け

バ ル ブ

チ ー ズ

エ ル ボ

フ レ キ 管

直　　管

DP=1.20m DP=1.15m

土工は本管土工に含む

仕切弁筐-黄 撤去

撤去土工④-2 L=1.0m

既設仕切弁 φ100(閉止)

1.0

土工断面⑩-4 L=5.5m

撤去土工⑦-1 L=0.7m 撤去土工①-2 L=41.9m 撤去土工④-3 L=20.7m撤去土工⑦-2 L=5.5m

撤
去

土
工
⑦
-
3
 
L
=
1
.
6
m

DIP(GX)曲管 φ100×90°

GX形継手取外し φ100 N=1口

DIP(GX)φ100 撤去

(DIP(GX)用)管栓 φ150

撤去土工④-1 L=1.7m

仮設管撤去時に撤去



埋設部構造図 S=1:50

五所川原市上下水道部水道課

月

日

1:50

NO. 18 / 24

埋設部構造図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

6
2
0

9
5
0

既設配水管CIPφ150×φ300

A2橋台

左
岸
側
1
0
2
0

右
岸

側
1
0
1
0

新設配水管 DIP(GX)φ150

砂(水締め)

1
0
0

基礎砕石

U型側溝500

1
5
0

東北電力φ125×2条

NTT3条3段

防護Co□600×600

DP=2.10m

DP=1.20m

U型側溝500

伸縮可撓管φ150

集水桝1000×1000×H1300

側溝部 L=1.0m

河川区域境界

側溝部 L=18.5m(19.4m)

3
0
0

1
2
0
0 7
5
0

1
0
2
0

6
8
0

2
1
0
0

防護側溝(U型側溝) L=19.5m(20.4m)

1138
(1609)

1616 1138
(1609)

2
1
6
0

接続部モルタル詰め接続部モルタル詰めモルタル詰め 側溝斜切り加工 側溝斜切り加工

側溝斜切り加工 側溝斜切り加工

3
0
5

防護Co部 L=1.7m

側溝斜切り加工 側溝斜切り加工

新設配水管SUS 150A×250A

新設配水管DIP(GX)φ150

6
2
0

9
4
0

A1橋台

既設配水管CIPφ150×φ300

側溝部 L=1.0m 側溝部 L=11.0m(11.1m)

1159
(1254)

防護側溝(U型側溝) L=12.0m(12.1m)

情報ケーブルφ160

DP=1.89m(想定)

情報ケーブルφ160

DP=0.38m(想定)

防護Co□600×600
伸縮可撓管φ150

集水桝1000×1000×H1300

防護Co部 L=1.7m

φ
8
4
0
開

口

φ
8
4
0
開

口

接続部モルタル詰め接続部モルタル詰め

4
8
0

1
6
0

側溝斜切り加工

側溝斜切り加工

側溝斜切り加工

側溝斜切り加工

モルタル詰め

新設配水管SUS 150A×250A

新設配水管DIP(GX)φ150

砂(水締め)

砂(水締め)

7
5
0

基礎砕石

U型側溝500

集水桝1000×1000×H1300

Co製蓋 桝1000×1000用

接続部モルタル詰め(斜線部)

接続部モルタル詰め

接続部モルタル詰め

左岸側

右岸側

側溝部断面図

1
0
1
0

1
4
9
0

S=1:20

桝設置部詳細図 S=1:20

河川区域境界

1
0
2
0

側溝蓋500
250

A-A断面

平面図

※情報ケーブルは土被り不明確のため、0.38mまたは1.89mを想定。

　埋設は1本となっている。
　施工時は十分注意すること。

750

500

700

2
3
5

集水桝1000×1000

U型側溝500

伸縮可撓管φ150

砂(水締め)

A
A

1500

1300

1000

2
7
5

7
5
0

2
7
5

φ
8
4
0開

口

1
5
0

1
0
0
0

1
5
0

9
6
0

φ
8
4
0開

口

2
9
5

φ
8
4
0開

口

φ
8
4
0開

口

1
3
0
0

1
5
0

6
5
0

1
5
0

1
5
0

1300

1000

1500

新設配水管 DIP(GX)φ150

7
0
5

φ
84
0



土工標準図・復旧標準図(1) S=Free

五所川原市上下水道部水道課

月

日

Free

NO. 19 / 24

土工標準図・復旧標準図(1)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

仮 復 旧 本 復 旧

国道車道一般部
国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

h
2

D
2
0
0

h
1

仮復旧掘削

路盤用砂

H
-
1
2
0H

D
P

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W1

配水管

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=45cm

1
2
0

3
0

W1

5
0

4
0

基　層　工：①再生粗粒度As(20)  t= 5cm

500

機械掘削

本復旧掘削

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

舗装版直接掘削積込工 t=3cm

上層路盤工：粒調砕石 M-40       t=15cm

1
5
0

500

W2

半面復旧

帯状切削

1
5
0

1
2
0

帯状切削

3
0

再生砕石 RC-40

埋設標識シート W=15cm

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm 表　層　工：⑤再生密粒度As(13F) t= 3cm

表　層　工：②再生密粒度As(13)  t= 4cm

粒調砕石 M-40

9
0

機械掘削

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

①-1

H-120

DIP(GX) 1020 1190 1070170φ150 470 100

W2W1

600 1600

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

①-2 VP 1020120φ100 1140 600 16001020 100420

①-3 仮設管 620120φ100 740 600 1600620 -20

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 

仮 復 旧

国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

h
2

D
3
0
0

h
1

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

D
P

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W1

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=45cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路盤用砂

路盤用砂

3
3
0

国道車道側溝布設部

埋設標識シート W=15cm

配水管

砂(水締め)

U型側溝500 断面積A=0.46m2

基礎砕石 断面積A=0.07m2

※本復旧は国道車道一般部と同。

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

②-1

H-120

DIP(GX) 1020 1520 1400170φ150 800 -

W2W1

900 1900

②-2 DIP(GX) 2160170φ150 2660 900 19002540 11401940

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

掘削深3.0m以下、土留高3.0m、支保2段

5
0
0

路盤用砂

掘削深2.0m以下、土留高2.0m、支保1段

2
0
0



五所川原市上下水道部水道課

月

日

Free

NO. 20 / 24

土工標準図・復旧標準図(2)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 

土工標準図・復旧標準図(2) S=Free

仮 復 旧

国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

D
P

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W1

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t= 4cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路盤用砂

配水管

国道車道桝布設部

基礎砕石

埋設標識シート W=15cm

H
-
7
2
0

路盤用砂

砂(水締め)

集水桝1000×1000

D
5
6
5

5
6
5

番号 管種 D H

(単位：mm)

DP口径

③-1

H-120

DIP(GX) 1020 2055 1935170φ150

W2W1

3600

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

掘削深2.5m以下、土留高2.5m、支保2段2600

H-720

1335

1
5
0

1
5
0

※本復旧は国道車道一般部と同。

仮 復 旧

国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

D
P

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W1

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=27cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路盤用砂

配水管(通水管、外装管)

国道車道防護コンクリート部

1
0
0

基礎砕石

防護コンクリート□600×600

埋設標識シート W=15cm

※本復旧は国道車道一般部と同。

番号 管種 D H

(単位：mm)

DP口径

④-1

H-120

SUS 750 1235 1115170150A

W2W1

2400

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

H
-
7
2
0

2
1
5

D
2
1
5

1400

2
0
0

100

4
0

4
1
0

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=41cm

2
7
0

1
8
0

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=18cm

100

H-720

515

仮 復 旧 本 復 旧

国道車道一般部
国道101号・右岸側(寺町側)

2
8
0

h
2

D
2
0
0

h
1

仮復旧掘削

路盤用砂

H
-
3
1
0

H

D
P

3
0

舗装版破砕工 t=31cm

機械掘削

W1

配水管

4
0
0

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=28cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=40cm

3
1
0

3
0

W1

5
0

4
0

基　層　工：①再生粗粒度As(20)  　　　　t= 5cm

500

本復旧掘削

上層路盤工：再生瀝青安定処理(30)      　t=19cm

1
9
0

500

W2

半面復旧

帯状切削

2
8
0

3
1
0

帯状切削

3
0

再生砕石 RC-40

埋設標識シート W=15cm

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm 表　層　工：⑤密粒度As(13F)改質Ⅱ型 t= 3cm

表　層　工：②密粒度As(13)改質Ⅱ型  t= 4cm

舗装版直接掘削積込工 t=3cm

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

⑤-1

H-310

DIP(GX) 1490 1660 1350170φ150 950 580

W2W1

900 1900

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

掘削深2.0m以下、土留高2.0m、支保1段

⑤-2 仮設管 480 600 290120φ100 - - 600 1600

⑤-3 DIP(GX)・仮設管 1150 1270 960120φ100 560 240 600 1600

機械掘削

舗装版破砕工 t=31cm



五所川原市上下水道部水道課
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土工標準図・復旧標準図(3)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 

土工標準図・復旧標準図(3) S=Free

2
8
0

h
2

D
3
0
0

h
1

仮復旧掘削

H
-
3
1
0

H

D
P

3
0

舗装版破砕工 t=31cm

機械掘削

W1

4
0
0

3
1
0

3
3
0

路盤用砂

路盤用砂

仮 復 旧

国道車道側溝布設部
国道101号・右岸側(寺町側)

埋設標識シート W=15cm

配水管

砂(水締め)

U型側溝500 断面積A=0.46m2

基礎砕石 断面積A=0.07m2

※本復旧は国道車道一般部と同。

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

⑥-1

H-310

DIP(GX) 1010 1510 1200170φ150 800 -

W2W1

900 1900

⑥-2 DIP(GX) 1490170φ150 1990 900 19001680 4801280

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

5
0
0

路盤用砂

掘削深2.0m以下、土留高2.0m、支保1段

掘削深2.0m以下、土留高2.5m、支保1段

2
0
0

2
8
0

h
2

仮復旧車道側仮復旧歩道側

D
P

3
0

W1

4
0
0

仮 復 旧

路盤用砂

路盤用砂

路盤用砂

1
0
0

D

h
1

3
0

1
5
0

路　盤　工：切込砕石 C-20        t=10cm

凍上抑制層：路盤用砂             t=15cm

埋設標識シート W=15cm

5
6
5

5
6
5

掘　削

国道101号・右岸側(寺町側)

国道車道・歩道桝布設部

配水管

基礎砕石

砂(水締め)

集水桝1000×1000

舗装版破砕工 t=31cm舗装版直接掘削積込工 t=3cm

機械掘削 機械掘削

掘削車道側掘削歩道側

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=27cm

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t= 1cm

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm

W1′W1 W1′

番号 管種 D H

(単位：mm)

DP口径

⑦-1

H-30

DIP(GX) 1010 2045 2015170φ150

W2W1

3350

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

掘削深2.5m以下、土留高2.5m、支保2段1300

※桝中心を堺に想定

H
-
3
0

H

3
0

H
-
3
1
0

H

3
1
0

路盤用砂

1
5
0

1
5
0

H-310

1735

h1

1765

h2

1335

W1′

1300

※本復旧は国道車道一般部、

　国道歩道一般部と同。

100100

2
7
0

1
0

下層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=40cm

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=28cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=40cm

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm
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土工標準図・復旧標準図(4)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 

本 復 旧

切込砕石 C-20

3
0

3
0

1
0
0

h
2

D

H

2
0
0 h
1

H
-
3
0 D
P

仮 復 旧

国道歩道一般部

舗装版直接掘削積込工 t=3cm

仮復旧掘削

3
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路　盤　工：切込砕石 C-20    　t=10cm

機械掘削
路盤用砂

表　層　工：⑦再生細粒度As(13F) t=3cm

W
配水管

埋設標識シート W=15cm

1
5
0

凍上抑制層：路盤用砂         　t=15cm

W 250

W+500

250

国道101号

(単位：mm)

番号 管種 D h1 h2H WDP口径 H-30

⑩-1

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

VP 120 6001020 5401140 1110 860φ100

⑩-2 DIP(GX)・仮設管 120 6001200 7201320 1290 1040φ100

⑩-3 VP 120 600620 140740 710 460φ100

⑩-4 仮設管 120 600480 -600 570 320φ100

土工標準図・復旧標準図(4) S=Free

3
0

1
0
0

h
2

H

6
0
0 h
1H
-
3
0

D
P

仮 復 旧

国道歩道防護コンクリート部

舗装版直接掘削積込工 t=3cm

仮復旧掘削

3
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路　盤　工：切込砕石 C-20    　t=10cm

機械掘削

路盤用砂

W

埋設標識シート W=15cm

1
5
0

凍上抑制層：路盤用砂         　t=15cm

国道101号

配水管(通水管、外装管)

基礎砕石

防護コンクリート□600×600

路盤用砂

1
0
0

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

⑨-1

H-30

SUS 750 1235 1205170150A 955 255

W

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

2
1
5

D
2
1
5

1400

※本復旧は国道歩道一般部と同。

3
0

1
0
0

h
2

H

h
1

H
-
3
0

D
P

仮 復 旧

国道歩道側溝布設部

舗装版直接掘削積込工 t=3cm

仮復旧掘削

3
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路　盤　工：切込砕石 C-20    　t=10cm

機械掘削

路盤用砂

W

埋設標識シート W=15cm

1
5
0

凍上抑制層：路盤用砂         　t=15cm

国道101号

路盤用砂

番号 管種 D h1 h2H

(単位：mm)

DP口径

⑧-1

H-30

DIP(GX) 1010 1510 1480170φ150 1230 430

W

※埋設標識シート　W=15cmは、管種によって使い分けをすること。

管種　DIP　・・・　ポリエチレン製　2倍折込

管種　PP,VP・・・　ポリエチレン製アルミ箔入り　2倍折込

900

路盤用砂

配水管

砂(水締め)

U型側溝500 断面積A=0.46m2

基礎砕石

5
0
0

D
3
0
0

3
3
0

掘削深2.0m以下、土留高2.0m、支保1段

※本復旧は国道歩道一般部と同。

100
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撤去土工標準図(1)

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 

撤去土工標準図(1) S=Free

国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

H
-
7
2
0

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=45cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

国道車道一般部

路盤用砂

H

既設配水管

仮 復 旧

管種 D H-720H W

(単位：mm)

DP口径 H-120

1100 1270 1150 550

番号

撤去土工①-1 600170φ150CIP(A)

仮 復 旧

国道車道一般部
国道101号・右岸側(寺町側)

2
8
0

H
-
7
1
0

仮復旧掘削

路盤用砂

H
-
3
1
0

H

D
P

3
0

舗装版破砕工 t=31cm

機械掘削

4
0
0

3
1
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm

配水管

管種 D H-710H W

(単位：mm)

DP口径 H-310

1150 1270 960 560

番号

撤去土工④-1 600120φ100DIP(GX)・仮設管

1150 1150 840 440撤去土工④-2 600仕切弁筐撤去 ※ H=DP

W

国道101号・左岸側(小曲側)

2
4
0

H
-
7
2
0

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=45cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

国道車道既設側溝埋設部

路盤用砂

H

配水管

既設防護側溝撤去

B360×H850

2
4
0

H
-
7
2
0

仮復旧掘削

H
-
1
2
0H

3
0

舗装版直接掘削積込工 t=12cm

機械掘削

W

4
5
0

上層路盤工：粒調砕石 M-40      t=24cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     t=45cm

1
2
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) t= 3cm

路盤用砂

H

1
5
0

8
5
0

配水管

既設防護側溝撤去

B360×H470

1
5
0

4
7
0

仮 復 旧仮 復 旧

管種 D H-720H W

(単位：mm)

DP口径 H-120

500 820 700 100

番号

撤去土工②-1 900170φ150CIP(A)

管種 D H W

(単位：mm)

DP口径 H-120

1100 1420 1300

番号

撤去土工③-1 900170φ150CIP(A)

※本復旧は管路土工と同。 ※本復旧は管路土工と同。

※本復旧は国道車道一般部と同。

※本復旧は国道車道一般部と同。
2
8
0

H
-
7
1
0

仮復旧掘削

H
-
3
1
0

H

3
0

舗装版破砕工 t=31cm

W

4
0
0

3
1
0

表　層　工：②再生密粒度As(13) 　t= 3cm

路盤用砂

仮 復 旧

配水管

既設防護側溝撤去

機械掘削

国道101号・右岸側(寺町側)

国道車道既設側溝埋設部

B360×H850

管種 D H-710H W

(単位：mm)

DP口径 H-310

1200 1520 1210 810

番号

撤去土工⑤-1 900170φ150CIP(A)

※本復旧は国道車道一般部と同。

620 740 620 20撤去土工①-2 600120φ100仮設管

480 600 290 -撤去土工④-3 600120φ100仮設管

1
5
0

8
5
0

330

330

330

H
-
1
3
1
0

H
-
1
1
2
0H
-
7
4
0

H-740

80

H-720

300

H-1310

210 掘削深2.0m以下、土留高2.0m、支保1段

H-1120

700

3
2
0

7
5
0

7
5
0

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=28cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=40cm

上層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=28cm

下層路盤工：再生砕石 RC-40     　t=40cm
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撤去土工標準図(2)・土留工標準図

縮　尺

番　号

図　面

図　面

種　別

工事名
令和８年度　
上水第１号　乾橋配水管布設替工事

※掘削時、舗装構成が異なる場合は、監督員と協議の上、現地舗装構成に合わせる。

※本復旧範囲は、舗装本復旧図に示す範囲とする。 
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※本復旧は国道歩道一般部と同。
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配水管 ※本復旧は管路土工と同。
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